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１  課題設定の理由 

社会の教科書に載っていた太閤検地の写真を見て、土地の面積をどのように測っていたのか

を疑問に思った。そこで、和算について調べていくうちに、算額をみつけた。算額に興味を持

ち、地域の算額の問題をいくつか解くうちに、自分たちで算額の問題を作成したいと考え、こ

の主題を設定した。 

 

２  仮説 

和算とは、日本独自の数学のことである。私たちが普段使用している数学は、ヨーロッパか

ら来た「洋算」というものである。算額とは、和算家が自分の発見した数学の問題や解法を書

いて神社などに奉納した絵馬のことである。私たちの使っている数学を利用して、算額が作成

できるのではないかと考えた。 

 

３  実験・研究の方法 

  算額の問題、解答を作成する。 

 

４  結果と考察 

【問題１】 

    図のように、BC＝10、∠ABC＝60°、∠ACB＝90° 

  の△ABC に内接する大円 O と、大円 O の円周上に 

  中心があり、辺 AB、辺 AC に接する円 R がある。 

   このとき、小円 R の半径を求めよ。 

 

 【解答１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【問題２】  

図のように、大きい三角形の中に小さい三角形が 

３つ、大円が１つ、大円が１つ、小円が３つある。 

小さい三角形の１辺の長さが 10 ㎝、大きい正三角形 

の１辺の長さが 80 ㎝である。 

このとき、小さい円の半径を求めよ。 

 

【解答２】 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  まとめと今後の課題 

  算額が今の数学にもつながっていることや、昔の数学は、今の数学を使って解くことができ

るということが分かった。 

  今後は、逆に今の数学を昔の数学と比較したり、昔の方法で解いたりしてみたい。 
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